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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
緒
方
林
太
郎
君
提
出
国
道
三
号
八
女
・
広
川
バ
イ
パ
ス
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
計
画
前
（
道
路
交
通
調
査
前
）
」
、
「
地
元
関
係
者
」
及
び
「
何
ら
か
の
要
望
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
国
道
三
号
の
広
川
町
か
ら
八
女
市
ま
で
の
区
間
の
バ
イ
パ
ス
（
以
下
「
国
道
三
号
広
川

八
女
バ
イ
パ
ス
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
直
近
の
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
の
事
例
と
し
て
は
、
令
和
四
年
七
月

二
十
一
日
に
な
さ
れ
た
、
福
岡
県
知
事
及
び
福
岡
県
議
会
議
長
か
ら
同
省
道
路
局
長
に
対
す
る
早
期
の
事
業
着
手
に
関
す
る

も
の
が
あ
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
国
道

三
号
の
広
川
町
か
ら
八
女
市
ま
で
の
区
間
の
既
に
供
用
さ
れ
て
い
る
道
路
（
以
下
「
現
道
三
号
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

周
辺
の
道
路
状
況
等
も
踏
ま
え
た
上
で
、
渋
滞
、
災
害
に
対
す
る
脆 ぜ

い

弱
性
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
道
三
号
広
川
八

女
バ
イ
パ
ス
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

一
の
３
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
同
バ
イ
パ
ス
に
関
す
る
秘
密
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
比
較
路
線
の
設
定
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
に
お
い
て
は
、
国
道
三
号
広
川
八
女
バ
イ
パ
ス
の
概
略
計
画
（
「
構
想
段
階
に
お
け
る
道
路
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
（
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
九
日
付
け
国
道
経
第
七
十
四
号
・
国
道
環
調
第
十
七
号
道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調

査
室
長
及
び
環
境
安
全
課
道
路
環
境
調
査
室
長
連
名
通
知
）
に
定
め
る
「
概
略
計
画
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
検
討
に

当
た
っ
て
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
九
州
地
方
小
委
員
会
に
お
い
て
、
有
識
者
の
意
見
及
び
住
民
等
へ
の
意
見

聴
取
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
有
効
と
考
え
ら
れ
る
複
数
の
ル
ー
ト
帯
案
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
同
小
委
員
会
に
お
い
て
、
現
道
三
号
に
お
け
る
渋
滞
緩
和
や
災
害
時
の
代
替
性
の
確
保
等
の
整
備
効
果
や
整
備
に
要
す

る
費
用
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
帯
案
の
中
か
ら
山
側
ル
ー
ト
バ
イ
パ
ス
案
が
対
応
方
針
案
と
し
て
了
承
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
当
該
バ
イ
パ
ス
案
を
令
和
二
年
六
月
十
八
日
に
対
応
方
針
と
し
て
決
定
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
貨
幣
換
算
し
た
便
益
を
費
用
で
除
し
た
費
用
便
益
比
の
算
出
も
含
め
た
費
用
対
効
果
分
析
に
つ
い
て
は
、
「
国
土



 

３ 

 

交
通
省
所
管
公
共
事
業
の
新
規
事
業
採
択
時
評
価
実
施
要
領
」
（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
付
け
国
官
総
第
二
百
八
十
七
号

及
び
国
官
技
第
三
百
五
号
国
土
交
通
事
務
次
官
通
知
）
に
基
づ
き
、
新
規
事
業
採
択
時
評
価
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
あ

り
、
概
略
計
画
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
実
施
し
て
い
な
い
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
道
路
建
設
に
際
し
て
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
概
略
計
画
の
決
定
に
当
た

っ
て
は
、
学
校
も
含
め
た
支
障
と
な
る
物
件
の
存
在
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
た
上
で
、
地
方
公
共
団
体
等
の
意
見
も
踏
ま

え
、
政
策
目
標
の
確
実
な
達
成
、
効
果
の
早
期
発
現
等
の
観
点
か
ら
、
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
広
川
町
立
上
広
川
小
学
校
が
含
ま
れ
る
可
能
性
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
福
岡
県
に
お
い
て
都
市
計

画
決
定
の
手
続
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
段
階
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
令
和
三
年
二
月
十
日
の

福
岡
県
都
市
計
画
審
議
会
で
同
県
が
提
出
し
た
都
市
計
画
案
に
お
い
て
は
、
国
道
三
号
広
川
八
女
バ
イ
パ
ス
が
御
指
摘
の
小

学
校
を
通
過
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
の
４
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 



 

４ 

 

二
の
５
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

国
道
三
号
広
川
八
女
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
福
岡
県
に
お
い
て
都
市
計
画
決
定
の
手
続
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
当
該
手
続
の
過
程
に
お
い

て
、
住
民
等
へ
の
説
明
会
も
含
め
、
必
要
な
対
応
が
と
ら
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 


